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Long-term change of Bomb cyclone activity in the North Pacific is investigated using the Japanese 55-year 

Reanalysis assimilating conventional observation only. Bomb cyclones in January become suddenly active from 

1987 to 2012 (AFTER) compared with it from 1959 to 1986 (BEFORE) in the central North Pacific. The increase 

cyclones form over the East China Sea, moving along eastern offshore of Japan. The activization is coincided with 

sudden warming of sea surface temperature the tropical Indian Ocean and the western North Pacific. Moist 

baroclinicity in lower troposphere over South China and the East China Sea associated with warming and 

moistening over the South and East China Sea in AFTER. Diabatic heating fueled by the higher equivalent 

potential temperature covered on subtropics in AFTER energize Bomb cyclone development without strong wave 

propagation in upper troposphere from Europe which is a main factor of explosive cyclogenesis in the central 

North Pacific in BEFORE. 

 

１．はじめに 

爆弾低気圧は、冬季海洋上で急激に発達する温

帯低気圧であり、暴風雪や高波による災害を引き

起こす。Iwao et al. （2012）は、日本付近の爆

弾低気圧が 1979 年以降日本東岸で発達する爆弾

低気圧が増加していることを報告した。しかし、

従来の大気再解析データは衛星観測が始まる

1979 年の前後で観測数に大きなギャップがあり、

より長期の変化については解析できなかった。そ

こで本研究では、長期変化解析に適した再解析デ

ータで 1959 年以降の爆弾低気圧活動の長期変化

を解析した。 

 

２．データと解析手法 

利用したデータは気象庁長期再解析データ

JRA-55（Kobayashi et al. 2015）のサブセット

JRA-55C（Kobayashi et al. 2014）である。この

データは 1979年以降の衛星観測を同化せず、従来

型観測のみを同化しているため、1958年から 2012

年までより均質で長期変化を解析可能なデータと

なっている。 

解析期間は 1958年から 2012年の冬季（10月～

3月）である。低気圧の発達指標として、6時間毎

の地表気圧の 24 時間局所変化率を緯度 60 度で規

格化した LDR24（Kuwano-Yoshida 2014）を利用し、

LDR24≧1hPa/h を超えるものを爆弾低気圧とした。

月毎の爆弾低気圧活動度は、LDR24≧1hPa/h の場

合はそのまま、LDR24＜1hPa/h の場合は 0 として

月平均した LDR24P1を指標とした。 

 

３．結果 

 北太平洋 1月の LDR24P1 の線形トレンドは北太

平洋中央部で正になっていた（図 1）。正トレンド

が大きい 165°E～175°W、40°N～47°Nで領域平

均した LDR24P1の時系列を見ると、1987年から急

激に増加していた（図 2）。この増加により、近

年”midwinter suppression”(Nakamura 1992)が

起こらなくなっていた。そこで、1959年から 1986

年を BEFORE、1987年から 2012年を AFTERとして、

両期間を比較した。 

 月平均場では、熱帯インド洋から日本南方の海

面水温が高温化し、東南アジア～東シナ海の水蒸

気量の増加と中国南部の下層対流圏湿潤傾圧性の

強化が起こっていた（図 3）。この環境場の変化に

伴い、東シナ海で発生した低気圧が潜熱加熱で急

激に爆弾低気圧に発達し、北太平洋中央部に到達

する事例が増えたことがわかった（図示せず）。 
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図 1. 1月の LDR24P1の線形トレンド

（hPa/day/54y，陰影）と気候値（hPa/day，細実

線）．太実線は 95%有意な領域． 

図 2. 165°E-175°W，40°N-47°N平均の LDR24P1

（hPa/day）の年々変動（細実線），太実線：AFTER、

BEFORE平均，破線：±0.5σ． 

図 3. 1月平均の AFTER-BEFORE（陰影）．（上）海

面水温（℃），（中）可降水量（mm），（下）鉛直積

算水蒸気フラックス（矢印，mm m/s）と水平収束

（mm/day）細実線：気候値，太実線：95%有意． 


